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 温水洗浄便座は日本国内において広く用いられているが、温水洗浄便座使用が痔疾、
又は泌尿器・膣感染症の発生に影響する可能性があるとする、複数の報告がある。一方
これまで、これらの関係についての前向きの研究は行われておらず、先行する報告で
は、逆の因果関係をみている可能性があった。 
 そこで、平成25年から26年にかけてウェブ調査を行い，温水洗浄便座の使用者と非使
用者を追跡し、痔疾及び泌尿器・膣感染症の発生を分析した。調査は、調査会社のパネ
ルからランダムに被験者を抽出し、平成25年2月の初回調査で温水便座の使用状況、疾患
既往及び交絡因子について尋ね、1年後の追跡調査で痔疾、又は泌尿器・膣感染症の1年
の間の新規発生（医師による診断及び自覚症状の有無）について尋ねて行った。 
 初回調査に回答した被験者10,305人のうち、追跡調査に回答したのは8,255人で、その
うち回答内容の矛盾等の除外基準に該当しなかった7,637人の被験者を分析対象として、
単回帰及びロジスティック回帰分析を行った。 
 週1回以上の便座使用者と、週1回未満の便座非使用者との間で、痔疾、膀胱炎、腎盂
腎炎及び外陰部掻痒の既往のオッズ比は、有意に1より大きかったが、その新規発生の
オッズ比は有意ではなかった。細菌性膣炎症状については、新規発生のオッズ比は既往
のオッズ比より高く、調整後の新規自覚症状発生のオッズ比は2.662（95%信頼区間
[1.315-5.520]）で有意であった。 
 これらのことから、先行研究における、便座使用と、痔疾又は泌尿器・膣感染症との
間の正の関係は、細菌性膣炎を除き、逆の因果関係によるものであると考えられた。一
方、細菌性膣炎の発症は、便座使用によるものである可能性があるが、実際の新規発生
率が低いことから、確定的な結論には至らなかった。 
 本調査では、ウェブ調査会社のパネルから抽出して被験者を集めた。このようにして
集めた被験者は、一般に、若年者、及び社会経済的地位の高い者に偏る傾向があること
が知られているが、本調査の分析対象者を日本国内の一般人口と比較すると、分析対象
者では高齢者及び中所得層（世帯所得400～799万円）の割合が多く、関東及び近畿の居
住者の割合が多かった。所得及び居住地域は疾患発生に直接影響するものではなく、年
齢については分析時に調整を行ったため、被験者の分布の偏りによって、本調査の内的
妥当性は影響されていないと考えられる。 
 一方、本調査では疾患発生の有無を被験者本人に尋ねている。調査対象の疾患では自
覚症状が特異的であり、未診断の自覚症状をも捕らえられる利点はあるものの、回答は
被験者の思い出しやすさ、症状の自覚しやすさの影響を受けている。もし、便座を使用
している者では、疾患の発生を思い出しやすく、又は症状を自覚しやすいとすれば、調
査結果のオッズ比は高めの値になっている可能性があるが、このことの、本調査の結論
への影響は大きくないと考えられる。  
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